
品質管理課の紹介�

　品質管理課は、種子の品質検査業務及び種子商品

の品質検査業務と、種子品質向上方法の開発、種苗

法等種子流通に係る諸法令の励行指導を主たる業務

としております。�

　現在牧草種子・野菜種子・緑肥種子・野草種子・植生

樹木種子等の品質検査サンプル点数が年間約３，５００点、

検査項目約点数８，０００点を実施しております。�

　又自社種苗品質管理規定に定められている、種子

発芽検査・種子純度検査を、国際種子検査協会規約

基準（ＩＳＴＡ）に準じて検査を実施しており、自

社種苗品質管理規定に基づく種苗の仕入れ、商品の

流通の為の検査を日々実施しておりますが、現在種

子は国際的な流通の中にあり、北半球はもとより南

半球からの入荷、又亜熱帯・熱帯等気候条件の異な

る地域からの入荷があり、種子特性として休眠・硬

実等の種子サンプルの入庫もあるので、的確な種子

の評価を行う為、いろいろの方法（低温処理・薬品

処理等）で種子発芽の評価を実施しております。�

　写真１で示しましたのが、バヒアグラスのように

通常の試験方法では新鮮不発芽が多い草種について

は、硫酸処理の時間をＩＳＴＡ検査基準２分とは別

に、何種類かの処理時間にして評価参考データとし

ております。�

　又飼料用トウモロコシ・スイートコーン・エダマ

メのように播種期が早まっている品目については、

実際栽培で早播きしても出芽が確保されるよう、低

温発芽性の検定を実施しております。�

　写真２で示した飼料用トウモロコシは、土壌を粉

衣し低温条件下で一定期間置き、その後通常発芽温

度帯に変温し、発芽情況・土壌菌による障害状況を

判定しております。�

　写真３には園芸作物の幼苗検定を発芽試験室で実

施しております。�

　野菜種子は、通常発芽のみならず実際圃場での出

芽が問題になり、研究部門と連携して検査を実施し

ております。�

　農業を営むものにとって、特性の明確な品種は重

要になり、表示開示している品種特性を利用して、

栽培体系を組みながら農業生産を進めるわけですか

ら、種子を提供し品種を開示しながら商品をお届け

するものとして、種子の遺伝的純度に係る検査も重

要な検査項目となります。現在研究部門との連携で

取り組んでおり、ユーザーの方々に安心してお届け

できる種子としての商品管理に勤めております。�
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